
ふれあいトーク記録書 （ 議会サポーターとの意見交換会 ） 

開催日時： 令和 ５年 10月 10日（火） 午後７時～ 午後８時 

場 所 ： オンライン（Zoom） 

参加人数： 4人（サポーター）８名（市議会議員） 計１2名 

次 第 ： １．開会挨拶  市議会副議長 片岡健一郎 

２．意見交換 

３．閉会挨拶  市議会副議長 片岡健一郎 

 

 

 

項目 参加者の意見・質問 議会の応答 

財政バラン

スについて 

・積極的な財政出動がなされているので、常にバランスを

考えた市政運営をお願いしたい。 

 

一般質問に

ついて 1 

・質問のための質問ではなく、もっと深掘りした質問がで

きないか。 

・資料をファイルや掲示板等で閲覧可能にできないか。 

・動画をもう少し早くアップできないか。 

・議会だよりの編集に全精力を注いでいるので、動画アッ

プに時間がかかっている。事務局と相談して早くアップで

きるよう検討していきたい。 

・資料をできるだけモニターに映せるように努力している

が、なかなかできないことがある。反省している。 

 

一般質問に

ついて 2 

・近くで市議会を見させていただき、いい経験になってい

る。 

・一般質問の前後で拍手するのは、どんな意味があるのか 

・ユーチューブには、文字起こしの機能があって、助かっ

・市政に関心を持っていただいていることは、大変ありが

たい。 

・拍手の意味は、個人的には、頑張れという応援の意味だと

思っている。 



ている。 

 

 

一般質問に

ついて 3 

・ユーチューブの動画の中で、広島の市議会で、市長と議

会が対立していた。その中には、大きく３つ問題視されて

いるパターンがあると考える。 

1 議員が、自分たちのためや近い人のために質問して

いて、市の代表としての質問をしていない。 

2 市が出してきた資料を読み込んでいない質問をし

ていて、批判されている。 

3 質問が、気持ちを聞くことが多くて、具体的に何を

聞きたいのか、分からないことが見受けられる。 

・１と２については、岩倉市の議会では、見受けられませ

んが、３についは、あると思う。具体的な質問をしていく

べきと考えます。 

・言われることはよく分かるが、次の質問をするために、そ

ういう聞き方をする場合がある。いきなり提案だと分かり

づらいと思う。 

・何をどう質問するか、練って、練って行っている。事前に

通告するが、どういうふうに質問するか、問題点の現状、経

過、方向性を聞く、一つの課題について深く掘り下げるた

めに質問の順番を考えている。 

各議員から

の感想 

 ・一般質問においては、行政を動かせるような質問を心掛

けている。データを押さえ、現状との違いを指摘し、行政が

計画に沿ってやれるように、意識しながらやっている。 

・人権が専門なので、それに沿った質問を心掛けている。ま

た、つながっていくような組み立てでチャレンジしている。

新人なので、これからの成長を見守っていただきたい。 

・一般質問には、自分が分からないことや、確認したいこと

を聞くだけでなく、市民の方や岩倉市に関係する人に、広

く、深く知っていただくために質問するという機能もある。 



・先ほど話があった、市長と議会がぶつかっていることに

ついては、それが望ましいかどうかは、ケースバイケース

であり、状況、内容で変わってくると思う。 

・月に多くの市民相談を受けている。その中で、要望を受

け、一般質問に反映させている。提案がすぐに実現するこ

とはないが、一つ一つ実現できたときは、大変な思いはす

るが、やりがいを感じる。 

 

情報公開に

ついて 

・成果報告書の貸出はできないか。 

・資料は、PDF になっているが、使い勝手のいい EXCEL

などの形にはできないか。 

 

・岩倉市のホームページから市政情報、財政、決算と進むと

添付書類として PDF ファイルで見ることができる。印刷も

可能である。 

・今は PDF のみなので、より見やすい公開の仕方が必要で

あると感じた。 

 

議会日程に

ついて 

 

 

 

・岩倉市ホット情報メールから議会をチェックすると、議

会日程の情報がメールされる。サポーター全員に登録の仕

方の用紙を郵送する。見ていただいて、登録をお願いする。 

 


